
令和３～５年度

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業
実践報告

廿日市市立宮島小・中学校



3年間の研究を振り返って，取組内容・成果と課題をまとめました
～ はじめましょう 探究 つけましょう 資質・能力 ～

単元づくり 実践事例 振り返り 成果と課題

１ 資質・能力の設定
   資質・能力の系統

２ 単元の系統

３ 単元構想

４ ルーブリックの設定

小学校6年
宮島の町並みを伝えよう

中学校2年
人々はなぜ働くのだろうか

中学校２・３年
宮島☆未来プロジェクト

振り返りシートの工夫
1枚ポートフォリオ
宮島ファイル
（9年間の学びを蓄積）

変容の見取りを研修

児童生徒アンケート結果

今後に向けて

児童生徒・教職員・地域
の変容

児童生徒にとって「やってみたい」充実した活動を
通して資質・能力をつける。 そのために
9年間を見通すこと・単元構想に力を注ぎました。

児童生徒が主体的に活動し，実践を日常につなぐ。
そのために
振り返り活動・環境構成の工夫に取り組みました。



学校教育目標

自己の未来を切り拓いていく児童生徒の育成
～あいさつができる子 資質・能力を身に付けた子 宮島に思いを馳せる子～

総合的な学習の時間の目標

地域と自分の生活とのかかわりについて，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら
考え，主体的及び協働的に探究することを通して，問題解決する資質や能力を
育成し，地域を支え，地域に貢献し，自己の未来を切り拓いていく児童生徒の
育成をめざす。

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

おもてなし力 伝える力 見つめる力
地域とのかかわ

りから宮島のもの
人・こと，それら
に対する思いや願
いを理解して地域
に働きかける。

（郷土愛）

自分の考えを

経験や知識と結
び付けて分類・
整理するなどし
て，情報を扱っ
ている。
（整理・分析）

目的や意図に応

じて，効果的に自
分の考えをまとめ，
相手を意識して表
現している。

（表現力）

より高い目

標を立て，努
力しようとし
ている。

（主体性）

課題解決に

向けて，他者
と力を合わせ
て考え，実行
しようとして
いる。
（協働性）

自分の将来

について具体
的に考え，夢
や希望をもつ。

（将来展望）

１ 資質・能力の設定

・



観
点

付けたい資質・能力 資質・能力が身に付いた児童・生徒像 前期（１～４年） 中期（５～７年） 後期（８・９年）

知
識
・
技
能

お
も
て
な
し
力

宮島のことを地域の願いとともに
深く理解し，伝えたい内容を構築し
ていく

○地域とのかかわりから宮島のも
の・人・こと，それらに対する思
いや願いを理解して地域に働きか
ける。

（郷土愛）

・身近な人とのかかわ
りを通して，宮島には
何があるか，どのよう
な関係があるのか等の
特徴が分かり，地域に
親しみや愛着をもつ。

・地域の人や文化等の
かかわりを通して，宮
島で暮らす人々の思い
や願い，地域のよさが
分かり，愛着をもつ。

・地域の人や文化等の
かかわりを通して，宮
島のよさや課題等を社
会との関わりから理解
し，地域に働きかける。

思
考
・
判
断
・
表
現

伝
え
る
力

身に付けた知識・技能を活用して，
相手や目的に応じて他者に伝えてい
く

○自分の考えを経験や知識と結び
付けて分類・整理するなどして，
情報を扱っている。

（整理・分析）

・事象を比較したり分
類したりして理解し，
多様な事象の中にある
特徴を見つけている。

・整理した情報を関連
づけて理解し，多様な
情報の中にある特徴を
見つけている。

・事象を比較したり因
果関係を推論したりし
て理解し，多様な情報
を分析している。

○目的や意図に応じて，効果的に
自分の考えをまとめ，相手を意識
して表現している。

（表現）

・相手に応じ分かりや
すくまとめ，順序に沿
い，理由をつけて表現
している。

・相手や目的，意図に
応じ，工夫してまとめ，
構成を考え筋道立てて
表現している。

・相手や目的，意図に
応じて効果的に表現し
ている。

学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等

見
つ
め
る
力

学習を通して自分と社会のつながり
に気付き自己理解や将来への展望へ
つなげる

○より高い目標を立て，努力しよ
うとしている。

（主体性）

・自分の疑問から問題
を見つけ，自分にでき
ることを考え行動する。

・自己のふり返りから
目標を設定し，課題の
解決に向けて行動する。

・目標を明確にし，課
題の解決に向けて，計
画を立てて行動する。

○課題解決に向けて，他者と力を
合わせて考え，実行しようとして
いる。 （協働性）

・身近な人と協力して
課題を解決しようと努
力する。

・他者と協働して課題
を解決しようとする。

・互いの特徴を生かし，
他者と協働して課題を
解決しようとする。

○自分の将来について具体的に考
え，夢や希望をもつ。

（将来展望）

・自分の将来の夢や希
望をもつ。

・自分たちの生活を考
える大切さを理解し，
夢や希望をもつ。

・将来の自分たちの生
活を具体的に考え，夢
や希望をもつ。

１ 資質・能力の系統



２ 単元の系統

生活科・総合的な学習の
時間の学びの系統を整
理した。
「宮島学習」と
「生き方・あり方学習」



伝統・文化

「１０年後の宮島の
まちはどうあるべきか」

自然

「１０年後の宮島の
自然はどうあるべきか」

キャリア教育

「将来の自分は
どうあるべきか」

２ 単元の系統

「宮島学習」は，2系統
に分類
〇 伝統・文化など
まちづくりに関するもの
〇 自然環境
↓

それらの集大成として
「宮島☆未来プロジェクト」

に取り組む。これは，自
分の関心ある分野から
課題を設定し解決を目
指すもので
中学校２年 30時間
中学校３年 30時間
を充てる。



３ 単元構想（市の取組を知る）

「宮島学習」の単元構想
にあたり，考えたこと

Q:わたしたちにできる
地域貢献って？

A：廿日市市が策定した
宮島まちづくり基本構想
に沿って，現状の課題に
ついて地域と協働して，
その解決に向けて取り
組むこと

宮島の「あるべき姿」「ありたい姿」を明らかにした
まちづくりの理念・方針・将来像を示す長期的な指針



Q:単元の系統表のとおり，
毎年同じ単元を実施するの？

A：いいえ。
単元のテーマは同じでも，
単元の活動・ゴールは，毎年
児童生徒と指導者で決める。

教材研究をすることで，児童生徒
の思いや願いに沿った活動をい
くつも想定できるようになる

３単元構想（教材研究）

小学校4年「宮島杓子のすばらしさを伝え隊」

【指導者】
・教材としての「杓子」の広がり
を予測
・活動を支援する地域資源

【児童】
・「杓子」についての興味・関心
・知りたいこと，知っていること

教材に広がりがあると，
多様な見方が期待できる



単元の評価規準
↓
付けたい資質・能力について，
単元のルーブリックを設定
↓
本時のルーブリックを設定
↓
児童生徒と
「めあて・ルーブリック」を共有

ルーブリックの設定

小学校4年「宮島杓子のすばらしさを伝え隊」



小学校6学年 宮島の町並みを伝えよう実践事例 １

・児童がゴールを決める単元づくり

・多様な見方に触れる地域の方との連携
市の担当課の人
町家に住む人 店を営む人
保存活動に携わる人
地域のアマチュアカメラマン

・表現に対する他者評価



宮島文化発表会で
学園生・保護者・地域の方へ

修学旅行で訪れた
京都大原学院の6年生へ

観光客へ
地域の方へ

プレゼンテーション

町案内

ポスター作成

小学校6学年 宮島の町並みを伝えよう実践事例 １

対象を広げながら，町並みの価値を伝えていく

「町家を遺してほしい」と思う人を
増やしたい！

文化発表会・ポスターはアンケートで，町案内は対話を通して評価を受ける



1人1点作成したポスターは学園生・教員による投票で選出 中国新聞 令和5年12月1４日

小学校6学年 宮島の町並みを伝えよう実践事例 １

自分たちが決めた取材先で 地域のアマチュアカメラマンの方と撮影

多様な見方に触れる地域の本物との出会い



中学校２学年 人々はなぜ働くのだろうか実践事例 ２

・職場体験学習を探究のサイクルに位置付けた
 単元づくり
①働く価値や意義を探ろう
（職場体験学習）

②10年後の自分のビジョンを考えよう
↓

中学校3年 生き方・あり方学習
「自己のなりたい姿を自分なりに表現しよう」

・自分の考えを整理・修正する他者との対話



中学校２学年 人々はなぜ働くのだろうか実践事例 ２

職場体験学習を探究のサイクルに位置付けた単元づくり

体
験
前

自分にできることで人の役に立ちたいです。なぜなら，
自分にできることで人の役に立つことができたら，う
れしいし喜んでもらえると仕事の達成感を感じること
ができるからです。

体
験
後

私が思う「何のために働くのか」は，体験前の考えと
自分の成長のためだと思います。理由は，仕事をする
ことで多くの人と関わり，礼儀などいろいろなことを
学ぶ機会があり，自分の成長につながるからです。

・ ８月職場体験学習
 生徒は，１０事業所に分かれて
職場体験をした。

↓

働くことについて，事業所の方に
インタビューを行う。
自分の体験から学んだこと・イン
タビューで感じたことなどをまと
める。

体験前と体験後の働くことの意義
 （「何のために働くのか」の答え）
に変化が生じた。

↓

学級で共有する。

生徒の「働くこと」に対する意識の変容 一例

８月 １０事業所に分かれて職場体験



中学校２学年 人々はなぜ働くのだろうか実践事例 ２

自分の考えを整理・修正する他者との対話

・ 職場体験学習後
ゲストティーチャーとの対話を
通して，「１０年後の自分物語」
を構想

↓

１０年後の自分のありたい姿の
実現に向け，自分に何が必要か
を考えて提言を作成

↓

学級内でアドバイスし合い，提言
を練り直す

考えを引き出す問いかけが有効

ゲストティーチャーとの対話 互いのアドバイスを読み合う

提言を発表



課題設定を大切にする

これまでの学習を宮島
ファイルをもとに振り
返ったり，自分の興味・
関心のある分野からじっ
くり考える。

NHK for schoolの
「ドスル コスル」のワー
クシートを参考にした。

中学校２・３学年 宮島☆未来プロジェクト実践事例 ３



１０年後の宮島の〇〇は
どうあるべきか？
どうあってほしいか？

SDGsを意識して
学び続けるテーマを決めよう。

5月 中学校2・3年生対象にガイダンス

中学校２・３学年 宮島☆未来プロジェクト実践事例 ３

５月 中学２年生３年生を対象にした
「宮島☆未来プロジェクト」のガイダ
ンスを実施

↓
２年間継続して個人探究を行う
途中でテーマを変えることもOK

↓
チューター制により，中学校教員が
学びを支援

↓

中間報告の場で聞き手と交流し，感
想や質問をもらい，深めていく



中学校２・３学年 宮島☆未来プロジェクト実践事例 ３

地域に出かけ，インタビュー・調査 １１月 中学２・３年生，教員を
対象に中間報告

最終報告を中学２年生は２月の参観日で中学１年生を対象に行い，中学３年生は
３月に地域の方を対象に行う。今後は発表時期・対象者を検討していく。



〇 宮島に若年層を取り込み，まちの活性化につなげるには

〇 宮島のごみを減らすには

〇 宮島を鹿にとって良い環境にするには

〇 杓子は生き残るために，どうするか

〇 宮島に新しい図書館を作るには（２年間継続）

〇 町並みを保存するには（１年目は宮島の伝統文化を残すには）

〇 宮島の生き物を守るためには
（１年目は宮島の海をきれいにするには）

〇 災害が起きても景観を守っていくためには
（１年目は宮島の海を守るには）

中学校２・３学年 宮島☆未来プロジェクト実践事例 ３

中学校３年生 設定テーマ例

令 

和 

四 

年 

度

令 

和 

五 

年 

度



・ルーブリックをもとに
自己評価を行い，１枚
ポートフォリオに蓄積
した。

・児童生徒は振り返り
から次の課題を見つ
けたり自分の学びの
変容を自覚したりする
ことができた。

振り返りシートの工夫

活動の計画を自分で立て，
できたかどうかを振り返り，
次の予定を立てる

小学校4年「宮島杓子のすばらしさを伝え隊」

中学校２・３年「宮島☆未来プロジェクト」



9年間の学びを蓄積する「宮島ファイル」

振り返りの工夫

・廊下には，各学年の
地域での学びの様子を
掲示した。

宮島ファイル（9年間）
・単元後，振り返りや成
果物・資料など，自分が
必要と思うものをファイ
ルに綴じて，蓄積する。
学年を越え，単元を振
り返ることができる。

廊下に掲示 「宮島マナビの地図」



・研究授業では，参観者がルーブリック
をもとに児童生徒の個別評価を行い，
ルーブリックの妥当性を検討

・単元の中で授業者が見取りに用いた
資料を持ち寄り，評価方法について研修

振り返りの工夫

振り返りシート・ワークシートを用いた変容の見取り



学校評価アンケート結果成果と課題

（授業では）自分の伝えたいことを筋道立てて伝える力がついたと思います。
【伝える力】 （％）

あてはまる ややあてはまる あまり 全く

R５ ７月 ４０．３ ４２．６ １２．４ ４．７

R６ ２月 ３９．０ ４７．２ １３．０ ０．８

変化 肯定的評価 ８２．９→８６．２ 否定的評価 １７．１→１３．８

〇 ８割の児童生徒が「伝える力」の高まりを自覚

 児童生徒が伝える場面で手応えを感じ，自分の力の高まりを実感

〇 発表場面では，相手の反応に応じて表現する姿が見られた



学校評価アンケート結果成果と課題

授業の振り返りを通して，次にやりたいことを見つけています。
【主体性】 （％）

あてはまる ややあてはまる あまり 全く

R５ ７月 ３４．１ ４０．３ １７．８ ７．８

R６ ２月 ４１．５ ４２．３ １３．８ ２．４

変化 肯定的評価 ７４．４→８３．８ 否定的評価 ２５．６→１６．２

〇 ８割の児童生徒が「主体性」の高まりを自覚

 地域資源を活かした単元開発・振り返りの工夫に取り組んだ成果である



学校評価アンケート結果成果と課題

生活科・総合的な学習の時間で学んだ宮島のことを他の人にも
紹介したいと思います。 【おもてなし力】 （％）

あてはまる ややあてはまる あまり 全く

R５ ７月 ５１．２ ３６．４ １０．１ ２．３

R６ ２月 ５２．０ ３７．４ ９．８ ０．８

変化 肯定的評価 ８７．６→８９．４ 否定的評価 １２．４→１０．６

〇 ９割近い児童生徒が「おもてなし力」の高まりを自覚

〇 ５割の児童生徒が「あてはまる」の回答
 宮島のことを伝えたいと「強く思う」表れといえる

〇 地域の本物と出会い協働する中で，宮島への誇りや愛着をもつことができた



課題 今後に向けて

【地域資源を活かした単元開発】

● 児童生徒の思いや願いに沿った単元を構成で
きた。しかし，時間数の不足や活動準備への教
員の労力が過大。

↓
柔軟に運用できる計画
早目の連携機関への連絡

● 個人探究「宮島☆未来プロジェクト」実施上の
課題を整理し，実践の定着を図る。

【ルーブリック評価の活用】

● 児童生徒の資質・能力の見取りが不十分。
↓

これまでの蓄積のもと，設定の仕方や
見取り方についてさらに改善し実施。

・各学年が実施単元について，単元シート
（問い・連携先・学習過程など）に記録に
残している。

【単元シート】



児童・生徒が育ち
教員に変化が見られ，

 それが
地域に広がっていく・・

こんな姿が見られるようになりましたおわりに

〇 本物にふれたときの感動・尊敬から地域に
かかわろうとする。

〇 「こうしたらどうかな。」と提案するなど主体
的に活動する。

〇 質問や意見に応答し，自分の考えをしっか
り伝える。

〇 地域とのかかわりから自分自身の生き方を
考える。

〇 教科でも児童生徒の「～したい」を大事にし
た単元づくりを行う。

〇 児童生徒を育てるため，他の場面でも積極的
に地域に働きかけ，連携する。

〇 児童生徒と共に探究を楽しむ。

〇 教えるだけでなく，児童生徒を支えるという
授業観をもつ。

【児童生徒】 【教職員】

〇 「□年生に，こんなことを伝えたいのだが・・」「一緒に地域行事を
盛り上げてほしい」など，学校への提案が増えた。

〇 「産業まつり」「防災フェスタ」「高齢者ふれあいサロンで児童と
交流」など，児童生徒の発表・交流の場を学校と一緒に企画。

【地域】
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